
《『月刊 』が100号を迎えました》

《地域まちづくり支援制度 活動助成の募集が始まります！》

地域資源や地域特性を活かした特色のあるまちづくりを推進するため「地域の力（考え）
で地域を育てる」地域まちづくりをすすめています。市内各地域のまちづくり活動団体に
よって取り組まれている地域まちづくりの活動を地まちのチカラで情報発信します。 vol.100
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感 謝

４月２日より、令和6年度の活動助成の募集を開始
しています！地域まちづくりに取り組む団体の活動
に必要となる費用の助成を行います。
活動の段階や内容に応じて、以下の２つの支援メニ
ューを用意しています。申請内容や過去の申請状況､
団体登録の有無により、申請までの流れが異なりま
す。お早目のご相談をお待ちしております。

Ｑ これから取り組みたいと考えていること
Ａ互いに強制する関係ではなく、自然にできることを無理せずにする。
そんな地域活動の流れにつなげていきたい。

地まちチャレンジ まちづくりを行う“人”にフィーチャーしたインタビュー

46人目

Ｑ 最後にひとこと

Ｑ まちづくりに取組んできた中でうれしかったこと
Ａ普段イベントに参加しない子が自発的に参加してくれたこと。

A私の幸運は人との出会いに恵まれたこと。「誰かのために皆で楽しく
やれたらいい」と考える人たちに会えたことが宝。これからも、出会
う人たちとさらに楽しいことにつながる活動ができたらと思います。

スタートアップ助成

10万円
最大 活動初期のまちづくり団体または

これからまちづくり活動を始める
グループが対象です。

成長支援・実践活動助成

50万円
最大 地域まちづくりを目的とした活動

実績がある団体が対象です。
※「地域まちづくり活動団体」へ登録している

ことが助成の条件です。

ご登録は
こちらから

記念回はまちづくり広場で
開催。ゲストの話をお聞き
したあと、後半は未来茶輪
のこれからを語り合いまし
た。これからも未来志向で
新たな価値や発見を生み出
していきます！

名東区猪子石学区の連協副会⾧や体育委員⾧などを務める高井さん。負担
の大きい自治会運営を効率的に気持ちよく行う仕組み作りや風土改革を行
ってきました。春に行ったソフトバレー大会は、運営側も参加側も負担感
を少なくするため申込をウェブ・メール等の直接申込に変更し、選手・運
営ともに挙手参加制へ変更。自治会⾧の選出方法は、くじ引きを廃止する
ため、負担を低減のうえで各組⾧の役割分配制度を考案。改革を行う高井
さんの思いは“強制ではなく、それぞれの想いを原動力に活動できる雰囲気
の自治会にしたい”というもの。「生活の負担にならないような地域活動を
」と語る高井さんは本当にかっこよかったです。人手不足と高齢化という
自治会あるあるのお悩みに、エネルギッシュかつシステマティックに取り
組んでいく姿は多くの自治会の参考になりそう。今後は地域の「やりたい
!」という想いを実現するために有志の住民を繋ぎ、子供たちの記憶と心
に残るイベントを実施予定。「想いを繋がる仕組みがないだけで仕組みを
作れば繋がっていく。自分は繋ぐ役目をしているんだ｡」という言葉どおり
ますます地域の輪を広げていく高井さん。イベント楽しみにしています!

久野 正人さんのご紹介

猪子石学区連絡協議会

高井 聖吾さん

カフェ未来茶輪は、多様な人が多様な関心を持った人々
が、出会い、多彩なテーマで対話や交流を楽しむ場。
名古屋都市センターで毎月一回開催しており、令和
6年3月で10周年を迎えました。

詳細は
こちらから

本紙『月刊 地まちのチカラ』は、2015年12月に第１号を発刊。8年以上の間みなさまにご愛読いた
だき、本号で100号を迎えました。本紙に関わってくださった方々、読者の方々に感謝しつつ、今後
も名古屋のまちづくりの今と、そこに携わる人々の想いをお届けしてまいります。

まち活サポートネットは、名古屋都市センターが発
行するメールマガジン。毎月第四火曜日に発行してお
り、令和6年4月号の発行でこちらも100号を迎えます。

名古屋都市センターからのお知らせのほ
か、まちづくり団体から寄せられたイベ
ント情報や、他の支援機関の助成金情報
など、みなさまの活動に役立つ情報を掲
載中です。まだ配信登録いただいていな
い方は、ぜひ右記の二次元コードからご
登録をお願いします。


